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0. はじめに
現代東アルメニア語1は SOV 型の言語で、名詞類は主格（直格）・与格・奪格・具格・処
格の 5 つの格2と二つの数で曲用する(Dum-Tragut 2009: 2)。動詞類は名詞類と同様に名詞化
不定形として曲用が可能で、i が語末に現われる u 型曲用に属する。 
表 1: 名詞と動詞の u 曲用・単数3 
意味 主格 与格 奪格 具格 処格 
k’ami 風 k’ami(ě) k’am-u(n) k’am-uc’ k’am-ov k’am-um 
gnal 行く gnal(ě) gnal-u gnal-uc’ gnal-ov (gnal-um) 
(Dum-Tragut 2009: 72 に基づき、筆者作成) 
不定形 gnal「行く」は k’ami「風」のように曲用する。一部の奪格要求動詞は不定形をと
ることができ、これらの不定形は奪格で現れる。しかし、Asatryan (2004: 239-242)によれば、
要求された不定形は奪格ではなく、直格で現れる場合がある。このように、動詞の格支配で
条件付けされることがなく、直格で用いられる不定形は unconditional infinitive [ բացարձակ 
անորոշ（bac’arjak anorš）]と呼ばれている。以下、例文・グロスの太字・下線及び日本語訳
は筆者によるもので、例文の動詞部 V は下線で、不定形部 INF は二重下線で表す。 
(1a) Amač’-um               ēr                        gn-al-uc’ 
be.shy-PTCP.IMPF   AUX.PST.3.SG     go-INF-ABL 
1 現代東アルメニア語はインド・ヨーロッパ語族アルメニア語派に属する。主に現在のアルメニア共和国
において話されており 2008 年時点では同共和国内で 321.2 万人に話されている(Dum-Tragut(2009: 1-2)より
要約)。なお本稿では、翻字の表記は Dum-Tragut(2009)の翻字法に従う。 
ա[a]=a, բ[b]=b, գ[g]=g, դ[d]=d, ե[ɛ]=e, զ[z]=z, է[ɛ]=ē, ը[ə]=ě, թ[tʰ]=t', ժ[ž]=ž, ի[i]=i, լ[l]=l, խ[x]=x, ծ[ʦ]=c, 
կ[k]=k, հ[h]=h, ձ[ʣ]=j, ղ[ʁ]=ł, ճ[ʧ]=č, մ[m]=m, յ[j]=y, ն[n]=n, շ[ʃ]= š, ո[ɔ]=o, չ[ʧʰ]=č', պ[p]=p, ջ[ʤ]= ĵ, ռ[r]=ṙ, 
ս[s]=s, վ[v]=v, տ[t]=t, ր[ɾ]=r, ց[ʦʰ]=c', ու[u]=u, փ[pʰ]=p', ք[kʰ]=k' և[jɛv]=ew, օ[ɔ]=ō, ֆ[f]=f 
2 Asatryan(2004: 59-63)を要約すると、現代東アルメニア語にいくつの格を認めるかについて、主格と対格
を同一視するか、及び属格と与格を同一視するかという点で意見が分かれている。最大で 7 格を認める立
場があるが、本稿では 5 格を認める立場を採用する。 
3 -ě は定接辞で、不定の時は付けない。不定形の処格はほとんど使われない。 
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(1b) Amač’-um              ēr                        gn-al 
be.shy-PTCP.IMPF   AUX.PST.3.SG     go-INF 
 「（彼 / 彼女は）行くのを恥ずかしがっていた。」 
(Asatryan 2004: 231 より引用。一部省略) 
(1a)では Amač’-um ēr「恥ずかしがっていた」が本来の格支配である gn-al「行く」を奪格
で要求している一方、(1b)において gn-al は奪格にならず、直格のままである。このように、
動詞の格支配で条件付けされることがなく、直格で用いられる不定形は unconditional 
infinitive [ բացարձակ անորոշ（bac’arjak anorš）]と呼ばれている。本稿では、先行研究に記
述のない奪格要求動詞の不定形に対する格選択の条件や特徴について明らかにする。 
1. 先行研究
1.1. Asatryan(1970) 
Asatryan(1970: 246-247)は不定形奪格の用法として (A)分離斜格目的語4を挙げ、不定形奪
格を要求する動詞として、以下のカッコ内の動詞を紹介している。 
amač’el “be ashamed”, dadarel “stop”, hognel “get.tired”, hražarvel “decline”, vaxenal “be.afraid.of”, 
xoršel “have an aversion”, xusap’el “avoid”, zgušanal “be.care.of” 
(2) arden    hogn-el                    ēi                       parap-el-uc’
 already  be.tired-PTCP.PERF  AUX.PST.1.SG    study-INF-ABL
 「（私は）勉強することに疲れていた。」 
(Asatryan 1970: 246) 
(2)では hogn-el ēi「（私は）疲れた」が parap-el-uc’「勉強する」を奪格で要求している。 
1.2. Dum-Tragut(2009) 
Dum-Tragut(2009: 201-205)は不定形の用法として複合述部の構成要素を紹介している。こ
れに加えて、Dum-Tragut(2009: 559-560)におけるモーダル動詞の構文の語順に関しての記述
も以下に要約して示す。動詞と不定形の複合述部は以下の 4 種類5に分類される。 
・モーダル動詞 : uzenal “to want, to wish”, karołanal “can, to be able to” 等
・局面動詞: sksel “to begin, to start”, dadarel “to finish, to end”,verĵac’nel “to finish sth.” 等
・操作動詞6:  stipel “to force”, tuylatrel “to allow”, argelel “to forbid”, xangarel “to disturb” 等
・分析的な使役文の構成要素: 不定形 ＋ tal「与える」で使役文を作ることができる。
4 Asatryan はこの用法において、奪格よりも直格がよく現れることを指摘している。 
5 操作動詞と分析的使役文は本稿では扱わないため、例は省略する。 
6 原文では manupilation verb。主語が目的語に働きかけて目的語が動作を行うものだと思われる。
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(3) Anuš-ě              uz-um                      ē                             ašxat-el  gradaran-um 
Anuš-DEF         want-PTCP.IMPF   AUX.PRES.3.SG    work-INF    library-LOC 
「アヌシュは図書館で働きたがっている。」（モーダル動詞） 
(4) Na  hankarc  sks-um  ēr  erg-el 
He  suddenly    begin-PTCP.IMPF    AUX.PST.3.SG  sing-INF 
 「彼は突然歌いだした。」（局面動詞） 
(Dum-Tragut 2009: 202 より引用) 
(3)ではモーダル動詞が ašxat-el「働く」を不定形直格で要求しており、述部が「働きたが
る」というモーダルの意味を帯びている。(4)では局面動詞が不定形の erg-el「歌う」直格で
要求して、「歌い始める」というアスペクト的意味を持つようになる。 
このような動詞が二つ現われる構文の中立的な語順は「活用する動詞」が「支配される動
詞不定形」に先行するとしている（「V1＋V2」7）。加えて、この動詞と不定形は名詞句や
前置詞句によって隔てられて現れることも可能である。 
2. 調査
アルメニア語は名詞句の語順や動詞の語順から OV 型言語とされるが、不定形の直格を
要求する構文の語順は V＋INF で VO 型の特徴を有している。本稿では、不定形の直格 / 奪
格の格選択を行う奪格要求動詞が OV 型と VO 型の構文の中間に位置すると仮定し、語順と
格選択に相関があるのではないかという仮説のもと、調査を行った。調査では、動詞と不定
形の語順を入れ替えて、【調査 1】では「V＋INF」構文の用例を、【調査 2】では「INF＋
V」構文の用例をコーパスで集め、格の現れ方とその特徴について考察する。 
調査では Eastern Armenian National Corpus（以下 EANC）を使用する。EANC は総語数約
1 億 1000 万語で、19 世紀中盤から現代までの書き言葉と話し言葉の双方が収められている。
本調査では年代を「1991 年～」に限定し、収録語数の割合は 41.3%であり、この年代指定の
収録テキストは、新聞が大多数を占め、会話コーパスや小説・学術書も少量を占めている。
検索では二つのスロットに語彙・品詞・語形・形態素等の情報が細かく設定できる。また二
つのスロットの距離も指定することができる。テキストの年代指定は「1991 年～」とした。
調査対象の動詞は Asatryan(1970)で挙げられた動詞を用いる（1.1 節参照）。 
【調査 1】では中立的な語順である「V+INF」構文における不定形の直格 / 奪格の格選択
について調査する。検索では一つ目のスロット A に調査対象の動詞を入れ、二つ目のスロ
ット B には動詞・不定形のみを指定する。スロット間の距離は「1～5 語」とした。今回の
調査では V と共起する INF を調査の対象とするため、他の用法の不定形がヒットした例は
7 「V1+V2」は、本稿での提示の仕方に従えば「V+INF」に相当する。
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考察の対象から除外した。一つの動詞につき最大 100 例を集め、上から 50 例を分析の対象
とする。集めた用例から、直格 / 奪格の構文の特徴や傾向を分析する。 
【調査 2】では、「INF+V」構文における不定形の直格 / 奪格の格選択の差異について調
査する。用例の抽出は調査 1 のスロット A・B の指定方法を反転させて、他の条件は同様に
検索を行う。なお、「INF+V」は標準的な語順ではなく、適切な用例のヒット数が少ないた
め、200 例まで動詞を抽出して上から 50 例までを考察の対象とする。本調査では【調査 1】
と比較して格の現れ方の違いに注目して分析を行う。 
用例の出典である HZ（haykakan žamanak）・AR（aṙavōt）・AZ（azg）はいずれもアルメ
ニアの新聞で Dłyak はフランツ・カフカの小説『城』、OPD（Oral Public Discourse）はテレ
ビのインタビューを基にしたコーパスである。 
3. 調査結果と分析
【調査 1】と【調査 2】の調査結果を以下の表 2 に示す。「V+INF」構文と「INF+V」構
文では格の現れ方に違いが現われた。「V+INF」構文では、偏りはあるものの直格と奪格の
格選択が行われる。一方で「INF+V」構文では、奪格が優勢である。 
表 2: 調査結果 
動詞 
文型 V+INF【調査 1】 INF+V【調査 2】 
計 
不定形の格 直格 奪格 計 直格 奪格 計 
amač’el 恥じる 44 5 49 0 5 5 54 
dadarel やめる 31 17 48 1 7 8 56 
hognel 疲れる 7 36 43 0 14 14 57 
hražarvel 辞退する 39 11 50 0 20 20 70 
vaxenal 恐れる 35 13 48 0 16 16 64 
xoršel 嫌がる 33 17 50 2 0 2 52 
xusap’el 避ける 31 19 50 0 24 24 74 
zgušanal 気を付ける 19 31 50 2 4 6 56 
計 239 149 388 5 90 95 481 
加えて、「V+INF」構文で不定形が奪格で表れる場合は以下の三点の特徴が見られた。 
①INF の後続が接続詞（u “and”, ew “and”, bayc’ “but”, usti “so” 等）である。
(5) […] iravunk’  uni                        hražarv-el  paymanagir-ě  katar-el-uc’   u […] 
[…] right  have.IMPF.3.SG  decline-INF   contract -DEF  do-INF-ABL    and […] 
「[…] 契約の履行を拒否する権利があり、[…]」 
[OPD. 053-22006] 
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②INF の後続がカンマ（,）やブート8（՝）である。
(6) erewi    dadar-el        t’ułt’-ě              p’ndr-el-uc’,    orovhetew […]
maybe  stop-INF        document-DEF  seek-INF-ABL,  because […]
「恐らくその書類を探すのをやめるのだろう、なぜなら […]」
[Dłyak. 1992] 
③INF が文末である。
(7) […] isk   es      xusap’u-el            em  ir  het  handip-el-uc’ 
 […] and  I  avoid- PTCP.PERF AUX.PRES.1.SG    his/her   with   meet-INF-ABL 
「[…] 一方、私は彼と会うのを避けた。」 
[AR. 2007.03.03] 
以上の 3 つの特徴に共通している点は、「奪格の INF が動詞 V の従える動詞節の節末に
位置している」ことである。不定形の位置と格選択（直格 / 奪格）の関係を調査 1 のデー
タをもとに集計したところ、表 3 のような結果が得られた。節内・節末の区別は、不定形に
従属する文の構成要素 component（以下、COM）を不定形に後置するか / 前置するかの関
係に言い換えることができる。 
表 3: 「V＋INF」構文における「直格 / 奪格」選択の制限 
不定形の格 直格 奪格 
不定形の位置 
COM-INF 関係 
節内 
「INF＋COM」 
節末 
「COM＋INF」 
節内 
「INF＋COM」 
節末 
「COM＋INF」 
動詞 計 177 122 2 147 
表 3 の太字部分で示した通り、不定形奪格は節内でほとんど現れない。一方で、不定形の
直格は「動詞節末に位置する」という条件に関係なく出現した。 
(8) […] hražarv-um            e n                      včarum-ner  katar-el 
[…] decline-PTCP.IMPF  AUX.PRES.3.PL  payment-PL  do-INF 
「[…] 彼らは支払いを断った。」
[AR. 2007.10.13] 
(9a) […] ayžm  xusap’-um           ē                          handip-el  ir  het 
     […] now   avoid-PTCP.IMPF  AUX.PRES.3.SG   meet-INF  his/her   with 
「[…] 今は彼 / 彼女と会うのを避けている。」 
[AR. 2007.07.18] 
8ブート（short stop）は二つ以上の構成要素からなる名詞節や不定形節・分詞節と定動詞のある節を区切
る際などに用いられる。前方の文の反復が省略される際の小休止を表すために使われる。 
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(9b) […] ?ayžm  xusap’-um           ē                          handip-el-uc’  ir  het 
[…]  now   avoid-PTCP.IMPF  AUX.PRES.3.SG   meet-INF-ABL  his/her   with 
「[…] ?今は彼 / 彼女と会うのを避けている。」 
[(10a)をもとに筆者作例] 
(8)では不定形の直格が文末に出現している。文末においても不定形の直格は出現するた
め、「動詞節末には奪格が、それ以外には直格が出現する」という格の棲み分けがなされて
いるわけではない。(9a)のように INF の後ろに目的語や付加語句が入る場合は基本的に直格
のみが選択される。(9b)では不定形奪格に ir het という前置詞句が後続しており、表 3 では
(9b)のような例は 188 例中 2 例しか見られない。このことから、「不定形奪格が従える項や
付加語句などの要素が不定形奪格に後続する語順」は好まれないことが分かる。 
「INF+V」構文においても、不定形に従属する要素は不定形に後置されない。 
(10) dašink’   kazm-el-uc’  ktrakanapes    hražarv-el  en 
 alliance  organaize-INF-ABL   thoroughly  decline-PTCP.PERF   AUX.PRES.3.PL 
「連合を組むことは一切断わられた。」 
[HZ. 2005.09.20] 
(10)では hražarv-el en「断った」が不定形 kazm-el-uc’「組む」を奪格で要求しており、名
詞句の dašink’「連合」はこの不定形に前置されている。このように不定形の奪格が従属す
る要素の後続を許さないのは名詞句の語順が主要部後続型である点と一致している。 
以下では OV 性と VO 性を考慮して、更に語順による分類を試み、格選択との関連性につ
いて指摘する。今回の調査した「V と INF の関係」に、「目的語や間接目的語といった COM
と INF の関係」も付け加えて分類を試みると、表 4 のように、(A)(B)(C)の 3 つのグループ
に分類することができる。 
表 4: 奪格要求動詞の語順と直格 / 奪格 
語順 (A) SVO 型 (B) 中間型 (C) SOV 型
V, INF, COM の関係 V+INF+COM V+COM+INF COM+INF+V 
V, INF の関係 V+INF (VO 型) INF+V (OV 型) 
V, COM の関係 INF+COM (VO 型) COM+INF (OV 型) 
取りうる格 直格 直格 / 奪格 ほぼ奪格 
例文番号 (9a) (8) / (5)(6)(7) (10) 
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表 4 の(A)は語順が V+INF で INF+COM であるため VO 型の特徴を有している。(B)は
V+INF で VO の特徴を有しているが、COM+INF という OV の特徴も有していることから
「中間型」とした。(B)の中間型は、COM が INF に前置されて、直格も奪格も取りうること
が分かった。調査 2 で扱った(C)「INF＋V」語順は OV 的であり、加えて中間型と同様に不
定形の従える構成要素 COM は、INF に前置されるため SOV 型とした。 
V・INF・COM の関係で VO の特徴が顕著な(A) SVO 型は直格のみをとり、OV の特徴が
顕著な(C) OV 型はほぼ奪格をとる。VO と OV の特徴を備える(B)中間型は、直格と奪格の
格選択が起きる。以上のことから、語順の「VO 性 / OV 性（語順）」と「不定形の直格 / 
奪格」は相関関係があり、格選択の条件であると考えられる。 
以上ではコーパスによる統計データを利用して不定形の格選択について記述したが、以
下では「V+INF」構文内での不定形直格 / 奪格の特徴について個別に記述する9。 
①直接目的語の分離（不定形直格）
(11) hivand-ĕ        xusap’-um           ē                          dim-el      bžšk-i,  […] 
sickness-DEF   avoid-PTCP.IMPF  AUX.PRES.3.SG   apply-INF  doctor-DAT  […] 
DO                     V                                                        INF
「その病気を医者に診てもらうのを避けている、[...]」
[AZ. 2006.01.26] 
(11)では不定形 dim-el の直接目的語 hivand-ĕ が、動詞 xusap’-um ē に前置されている。不
定形の項である直接目的語がその不定形に隣接していないことから、この直接目的語は不
定形だけではなく、動詞と不定形の複合体に従属していると考えられる。このような直接目
的語の不定形からの分離は不定形が直格の場合のみ許容される。 
②与格主語の許容（不定形奪格）
(12) S. Badlyan-n       vaxen-um                 ēr                    M. Eremyan-i       kendani mn-al-uc’, 
 S. Badalyan-DEF  be.afraid-PTCP.IMPF AUX.PST.3.SG M. Eremyan-DAT alive     remain-INF-ABL 
 V 主語                  V                                                       INF 主語                             INF 
「S. バダリヤンは、M. エレミヤンが生きていることを恐れている。」 
[AR. 2003.11.18 一部省略] 
 動詞 vaxen-um ēr「恐れていた」の主語は S. Badlyan-n であるが、動詞の支配する不定形
mn-al-uc’の意味上の主語は、与格で現われている M. Eremyan である。このような構文は「モ
9 卒業論文ではアンケートによる追加調査を行ったが、紙幅の都合上、調査の詳細は割愛する。 
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ーダル動詞＋不定形」ではなく、主語が一致しないため「動詞＋不定形奪格による補文」と
考えることができる。与格主語の追加は不定形が奪格の場合のみ可能である。 
4. まとめと今後の課題
動詞と共起する不定形の直格と奪格の格選択の条件と特徴について明らかにするため、
コーパス調査を行った。
3 節の表 4 で示した通り、「動詞」・「不定形」・「不定形に従属する要素」の語順で VO
の度合いが高まると INF に直格が現われ、OV の度合いが高まると INF の奪格が出現する。 
 不定形の特徴として、不定形の直格は項である直接目的語が不定形から分離できること
から、(13)のように複合述部を形成していると考えられる。一方で、不定形奪格は(14)のよ
うに与格主語を追加して補文的な不定形句を作ることができる。 
(13) DO + [V + INF]  /  *DO + [V + INF-ABL]
(14) S1 + V + [S2-DAT + INF-ABL] / *S1 + V + [S2-DAT + INF]
不定形奪格は、従属する要素を前置することしかできない点や意味上の主語を追加する
ために主格ではなく与格を用いる点が名詞句の特徴と一致しており、不定形が形態的にだ
けでなく、統語的にも名詞化していることを示している。一方で、不定形直格では動詞的な
性格が強くなり、複合述部の一部になっている。 
今回の調査では与格主語の追加といった機能的な観点と語順や項の分離といった構文的
な観点から分析を行ったが、今後は直格 / 奪格によって表される意味の違いという観点か
ら調査する必要がある。口語でこれらの動詞が接続法をとる点や不定形直格がモーダル動
詞の構文を作ることから、realis / irrealis が不定形の格選択に関係していると考えられる。 
略号一覧
ABL ablative 奪格, AUX auxiliary 助動詞, DAT dative 与格, DEF definite 定, IMPF imperfect 未完了, INF infinitive 
不定形, LOC locative 処格, PL plural 複数, PERF perfect 完了, PRES present 現在, PST past 過去, PTCP participle 分
詞, SG singular 単数, 1 first person 1 人称 , 3 third person 3 人称, - morphene boundary 形態素境界 
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